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よ
み
・

１
日
㈹
詞
障
開
削
（
５
月
1
0
‐
ま
で

　
　
　
ズ
巾
仕
．
所
内
に
川
防
Ｉ
設
れ

　
　
　
話
相
1
9
思
、
矢
作
町
心
併

　
　
　
回
和
3
0
思

６
‐
乙
侍
巾
Ｉ
乙
Ｉ
工
Ｍ
氏
死
去
す

　
　
　
へ
川
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２
じ

７
口
名
Ｉ
・
川
民
二
代
げ
藤
小
久
司
氏
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ム
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（
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．
削
７
～
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「
市
民
田
げ
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～
氏
死
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目
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６
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の
‐
。
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八
‥
。
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毎日午前９時

選

挙

多
彩
な
行
事
が
Ｉ

　
四
月
一
‐
、
岡
崎
肖
始
ま
っ
・
で
以
来

の
人
巾
叉
、
Ｗ

会
」
の
開
公
式
な
ら
び
に
川
湯
式
の
式

火
が
、
第
ぶ
砿
汗
務
媒
ぺ
跡
）
で

と
り
行
t
~
-
わ
わ
ま
し
た
、
　
　
・

　
‐
～
七
月
か
ら
削
．
圃
に
と
り
か
か
り

木
り
．
日
ご
ろ
か
ら
、
～
務
喇
汲
町
朗

力
沼
地
、
二
十
館
に
お
よ
ぶ
陣
列
皿
の

姐
築
、
装
印
工
刺
、
介
、
国
か
ら
Ｉ
ま
る

出
０
い
の
搬
人
『
㈲
ふ
、
余
場
内
外
の

見
回
な
ぺ
‐
の
削
る
よ
う
な
悍
斗
が
Ｉ

続
り
り
れ
、
敷
地
約
八
万
平
万
口
、
余

場
姓
聊
糾
七
千
．
五
［
～
西
・
・
‘
、
予
算
．
一
一

〇
九
十
万
円
の
人
固
賢
台
い
諸
～
供

諸
叩
即
が
す
べ
て
Ｉ
了
し
、
叫
川
一
目
．

・
午
前
・
ハ
吐
一
１
１
分
か
ら
川
会
式
が
行
な

　
わ
れ
た
し
た
．
　
　
　
　
　
一

　
　
開
会
式
に
は
圖
閤
博
紀
旦
愛
知
県
佃
．

Ｉ
を
始
め
、
川
内
外
か
ら
の
来
賓
笥
千

気
名
が
堕
余
場
中
火
に
整
列
し
、
経

　
退
報
八
米
‐
祝
辞
に
宍
い
て
㈹

］

・
溥
に
協
力
せ
ら
れ
た
施
行
業
‐
に
対
し

　
感
謝
状
が
贈
ら
れ
闘
会
式
か
終
了
し
配

　
し
た
．
ひ
き
航
い
て
午
前
「
時
か
'
i
同

- - －

会
場
．
Ｌ
門
前
で
開
勧
式
が
行
な
わ
れ
、

太
‐
余
友
の
力
強
い
闘
会
・
宣
。
‥
に
つ
い

I 働巾館】iリλ
が

ぐ

互は
－
Ｘ―
″

し

法

-

守

ら

-

ぱ

い

で
桑
川
６
叔
お
よ
び
刈
田
勁
長
の
手
に

よ
り
Ｉ
白
の
テ
ー
プ
が
剛
ら
れ
、
吐
介

【り頁は回腸力テープ1:, リtるゑ!余総裁・人田会長】

　
こ
こ
に
わ
が
巾
の
．
人
Ｉ
柴
に
ご
尽

刀
く
だ
さ
い
ま
し
た
．
関
価
茜
が
㈲
の
か

す
る
‐
ち
～
け
花
火
、
賤
ぷ
ヤ
つ
り
の
一
だ
が
た
な
ら
び
に
服
民
一
人
．
人
の
ご

　
川
れ
、
以
前
心
乱
跡
、
吽
～
］
所
収
ｍ

汗
削
げ
・
位
ぷ
、
池
川
中
学
校
此
ｍ
隅

　
心
演
か
．
な
ど
び
．
間
場
Ｉ
分
か
も
り
ち
が

’
る
さ
巾
言
四
渥
の
1
1
1
印
叶
ビ
ッ
ト
賎

囲
詣
ぷ
垢
に
ヅ
ド
飛
浙
、
曳
た
『
睨

岡
崎
．
四
｀
一
の
た
れ
陪
を
し
た
巾
日
新
剛

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
６
参
川
し
て
、
勁
垢
付

斤
は
ツ
唯
．
休
力
佃
ざ
行
小
の
門
Ｉ
．
に

っ
っ
ま
れ
、
つ
い
で
人
陽
Ｉ
一
尽
え
り

．
～
１
　
長
か
｛
昆
ｙ
ｙ
ｙ
’
．
だ
．
こ

う
し
て
～
年
余
り
た
だ
小
戸
ぱ
成
へ
Ｉ
・

恋
し
．
来
に
．
人
々
の
労
～
は
っ
い
に
り

く
い
ら
れ
、
昭
れ
力
闘
公
式
Ｉ
高
か

Ｉ

　
１
　
る
こ
～
Ｉ
ぶ
、
’
１
し
た
．

　
～
Ｉ
て
し
く
、
叫
化
ぱ
友
人
ｙ
ふ

’
く
み
、
よ
う
や
く
に
９
　
・
リ
ン
ぴ
ん
と
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一
野
外
演
芸
館
の
催
し
も
の
｛

１
‐
２
‐

３
□
４
‐

４
　
月

・
屏
ご
余

轟
水
乳
苦
闘
r
i
会

森
水
孔
斐
演
芸
会

霧
水
孔
斐
演
芸
会
　
　
　
一

マ
ッ
ダ
花
と
呟
の
フ
レ
ゼ
ン
ト
ー

５
日
閃
閃
耳
鎖
附
公
舞
踊
人
会

６

□i.;i

８
□
９
日

1
0
□

1
1
1
1

心
ｙ
か
」
感
知
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
1
2
ロ

木
叫
が
そ
の
目
的
を
完
全
ト
達
成
す
る
一
‐
目

た
め
に
、
今
後
と
も
Ｉ
そ
う
の
原
。
支
接
１
４
‐

か
柚
願
い
い
た
し
ま
す
。
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成
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片
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た
つ
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沢
祁
．
．
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…
・
．
万
能
大
余

陥
ガ
ビ
ス
ケ
ッ
ト
デ
ー

霞
照
会

た
つ
き
荘
民
謡
シ
ー
″
ウ

棒
の
四
手
公
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リ
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イ
バ
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謡
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ア
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ー
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で
生
き
ぬ
こ
’
つ
シ
ョ

ウ沁
芸
公

仰
パ
会

演
芸
会

心
減
速
芸
妓
芸
能
大
《

2
0
口
三
回
‥
頭
と
徳
川
家
康
則
と
踊

　
　
り
の
発
表
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2
1
口
三
共
ピ
オ
タ
ミ
ン
デ
ー

2
2
ロ
峠
、
Ｅ
会

３
ロ
辱
パ
《

2
4
‐

回
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崎
葵
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日
本
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演
共
公

－
Ｉ
．
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2
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野
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レ
ー
団
公
Ｉ
余

一
2
8
口
［
レ
ラ
イ
ー
．
フ
イ
シ
Ｊ
ウ
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日

30Ｉ
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今
般
圖
心
山
に
お
い
て
Ｋ
の
開
花
と
今
ｊ
す
る
た
め
に
芦
’
仁
随
想
ｙ
充
男

八
も
に
、
佗
と
仙
０
　
子
心
‐
。
会
か
し
た
‐
容
か
沢
い
分
野
に
わ
た
り
一
堂
２
‐

盛
人
に
‐
催
い
に
．
す
は
こ
び
と
な
‐
、

聞
会
曜
り
ぷ
・
に
に
わ
た
・
り
．
回
訓
に
心
」

い
た
し
、
栄
あ
る
叩
公
か
㈲
え
る
に
．
ヤ

り
ま
に
に
た
こ
～
は
、
ひ
と
え
に
酋
陥
の

堅
ぜ
し
文
民
の
削
と
に
催
片
ｊ
り
と
’
に

す
る
と
戈
近
代
え
化
力
Ｉ
．
を
あ
つ
め

　
　
　
ま
し
こ
誠
に
感
剛
に
た
尾
ま
せ
ん
。
岡

一
仁
昂
司
Ｉ
が
公
園
の
腫
‐
を
一
双
し
臨
呻
は
汐
位
の
こ
剔
情
に
こ
た
元
、
わ

ぬ
バ
｀
草
納
爛
の
．
ペ
ー
ジ
を
く
り
」
げ
ま

し
た
、

候

補i

は
が
国
の
商
叉
の
娠
肺
促
１
　
と
科
ツ
.
ｙ
化

の
向
上
を
計
り
、
地
以
紅
済
の
川
厦
に
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1
1
1
1
1
1

‐
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に
剛
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し
た
人
回
賢
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で
あ
り
ま
す
。
３
日

こ
こ
に
酒
巾
刊
の
八
小
・
ち
椎
匹
ト
尽

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
昌
化
に
深
４
‐

故
な
る
が
な
を
々
す
ろ
ぐ
ご
し
に
、
今
５
口
‥

後
と
も
同
郷
四
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格
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の
^
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｡
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ご
三
６
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鉉
か
叫
り
Ｉ
す
よ
う
ぉ
噸
い
巾
し
あ
７
‐

げ
ま
す
。
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1
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1
1
1
　
飛
彫
ｎ-
＼
-
-
^
｡
―
ル

４

Ｉ
～
″

６
～
‘

15
□

Ｉ
Ｉ

６

川

７
‐
～
1
1
‐

７

日
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８
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'
Ｈ
'
Ｋ
-
く
'
_
C
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回
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川
昭
旨
臨
時
・
が
の
川
Ｍ

人
心
出
し
・
岡
崎
西
出
街

～
回

小
学
校
鼓
吊
Ｉ
パ
レ
ー
ド

　
（
市
円
ト
や
片
）

　
｛
罰
捗
燦
肩
接
待

　
冥
｝

少
年
た
こ
あ
げ
人
《
呈

作
川
同
凩
）
、
川
柳
人
余

　
矢
］
、
竃
人
抑
雄
人

／
‘
≒
　
１
川
院
）
、
八
山
ふ

爪
‥
叩
．
公
（
浬
‐
小
学
校

咬
眠
）

釈
．
ら
削
ま
つ
り
（
旧
同
業

高
校
湾
玉

剛
吟
Ｉ
芸
展
範
囲
）

ロ
観
堕
頓
邦
昭
示
会
（
四
二

　
　
河
事
務
所
）
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日
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乱
’
瞰
呻
ご

拘
ふ
ｉ
一
‐
卜
呂
匪
川
よ
っ
り
・
乱
㈹

　
　
　
　
慰
、
ぼ
以
仲
川
ま
っ
丿

　
　
　
　
　
面
に
町

－
－
―

2
9
　
回
り
づ
必
門
戸
．
に
ホ
ク
シ
ン

　
　
　
　
グ
人
｛
白
公
田
、
短
歌

　
　
　
　
人
会
妥
吋
‘
ｆ

　
　
　
５
　
月

―
～
1
0
に

２
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自
現
収
・
Ｉ
次
パ
レ
ー
ド
３
　
ロ

・
山
内
ト
ガ
芒
、
バ
レ

Ｉ
ボ
ー
ル
人
会
公
甲
　
５

戟
八
」
以
人
白
（
《
吊
７

‐
心
野
矢
‥
ぺ
会
ふ
に
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

牛
Ｙ
Ｉ
栓
～
　
　
　
Ｈ

目目
「

藤
・
さ
つ
き
化
間
照
明
（

公
心
Ｔ

野
立
人
茶
会
八
面
）
、

い
り
花
大
会
八
園
）

軟
式
眠
八
人
会
こ
公
賜

八
ぼ
迎
Ｗ
の
会
・
巽
問
Ｊ

化
の
喝
几
作
堅
の
感
）

Ｉ
仙
人
会
・
が
閣
）

客嘆ま-.) り◇

巾
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
パ

レ
ー
ド
（
市
内
宇
要
路
）

日
家
康
行
列
(
山
内
杢
．
公
路

　
）
、
行
列
り
白
Ｊ
ン
ク
ー

　
　
ル
｛
同
。
｝
、
俳
句
大
余
（

　
　
巽
閥
）
、
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　

　
　
大
公
（
公
園
）
　
　

一

‐
即
滅
抑
比
例
大
祭
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目

　
こ
の
数
年
の
問
に
日
本
人
の
平
均

寿
《
は
十
年
以
～
も
処
び
て
い
る
が

モ
の
内
で
も
女
子
は
男
了
よ
り
・
．
万
年

仁
も
八
万
で
七
十
一
才
位
、
特
に
人

を
込
っ
こ
女
Ｉ
に
な
Ｊ
た
沢
ほ
な
女

は
、
ム
９
　
に
先
立
た
れ
た
叫
と
は
反

対
に
ノ
ウ
ノ
ウ
と
生
き
延
ぴ
不
よ
う

愕
人
生
‐
べ
長
く
生
き
、
楽
し
く
な

す
こ
と
が
Ｉ
。
い
周
に
は
心
い
な

い
が
、
よ
ぷ
に
生
き
る
こ
声

が
人
リ
し
も
あ
る
。
」
い
人

生
も
‐
似
を
パ
ろ
と
～
Ｍ
に
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工

立
酉
に
生
き
る
望
み
が
失
か
・
れ
る
。

‐
Ｒ
を
Ｉ
で
。
る
の
は
い
い
か
が
よ

い
。
巾
丿
校
力
あ
た
り
か
り
八
生
の

が
よ
い
。
高
校
へ
の
【
り
職
へ
の

ぷ
。
　
　
　
Ｏ

◇４月14「1行なわれる

が
あ
る
。
犬
‐
孤
独
の
バ
心
に
・
ロ
。
だ
　
こ
の
‐
Ｉ
を
巾
政
だ
よ
り
に
の
・
せ

さ
れ
た
徳
川
原
虫
が
町
信
か
ｙ
兄
ず
妁
め
た
の
は
、
巾
に
一
就
任
後
三
ヵ
月

人
下
人
上
の
一
路
を
Ａ
｡
"

V
-
"
＾
弔

万
片
に
耐
え
た
～
つ
い
に
成
川
！
。
た

が
、
巾
途
で
は
人
副
寺
に
延
げ
こ
ん

で
‐
授
か
計
丿

さ
れ
て
但
竺
番
『
Ｉ
起
し
た
こ
と
も

あ
っ
ち
目
印
は
一
回
定
め
た
ら
変

え
な
い
が
よ
い
。
然
’
‐
友
え
る
こ
と

が
よ
い
助
（
　
６
あ
ろ
う
が
、
治
め
か

程
た
フ
」
か
ら
だ
コ

聞
い
た
こ
と
冴
え
た
こ
と
を
巾
長
の

し
６
か
ら
巾
に
に
謡
し
た
り
も
‐
で

あ
る
が
、
‐
Ｉ
と
は
い
う
も
の
の
‘
日

記
ら
し
く
は
な
い
。
仏
は
何
で
も
話

し
、
ど
こ
で
も
罵
し
、
芦
の
巾
づ
市

ら
‐
に
入
定
の
で
。
よ
か
。
た
‘
Ｉ
‥

則
口
Ｉ
け
れ
よ
ぱ
か
v
.
-
'
ｒ
'
で
八
よ

ろ
と
す
・
ろ
‐
も
多
い
。
Ｉ
ぐ
し
乍

門
内
修
業
…
…
…
］
中
の
高
咬
吊
業
々
声

‐
し
り
Ｉ
．
の
優
皿
か
旨
‥
て
い
る
乃
だ

か
ら
し
・
。
か
ロ
や
り
な
さ
い
と
い
う

よ
う
Ｉ
だ
肋
だ
ご
≒
Ｉ
に
も
畠
で
は

氏
の
意
回
を
つ
か
ん
で
ウ
ぶ
再
だ
｛
．

こ
の
ご
ろ
几
斤
立
の
ツ
‥
う
。
、
私
の

拡
げ
昨
年
、
丁
心
今
こ
ろ
、
養
。
‥
去
る
話
で
ふ
る
。

巾
以
■
^
C
･
球
司
し
て
く
れ

た
え
μ
小
県
だ
。
大
体

し
れ
に
あ
の
託
り
。
‥
え

ろ
こ
い
。
だ
。
片
財
皿
を

こ
の
ト
．
よ
く
し
た
い
た
め
の
．
や
休
か

田
に
．
剣
順
い
し
て
い
ろ
ハ
が
．
い
‥
々

の
す
．
叫
で
あ
る
同
フ
ー
ロ
い
た
い
．

…
…
｛
｝
［
‐
．
Ｉ
も
仏
力
第
一
町
か
鶴

る
の
で
、
こ
紀
が
し
に
乃
に
吸
。
り
。
お
ふ

ろ
。
今
ま
で
の
分
を
僕
少
。
め
て
み
だ
’
‘

ヽ

Ｉ
Ｉ
収
業
訓
練
所
で
話
し
た
こ
と
　
　
日
　
記

｀・
゜
４
°
゜
９
・
・
畢
゜
゛
Ｉ
；
ｌ
“
Ｉ
。
Ｉ
・
・
ｓ
Ｉ
ｊ
ｌ
°
９
１
一
ａ
ｌ
ｉ
ｉ
１
４
－
ゆ
一
一
一
‐
“
・
ｆ
－
一
―
“
・
ｉ
ｌ
ｌ
一
一
一
一
―
一
－
ｉ
ｌ
１
４
タ
Ｉ
Ｉ
参
一
考
1
1
9
1
－
ゆ
Ｉ
“
９
ｉ
ｊ
ｆ
ｌ
ｌ
・
1
1
1
1
略
１
１
い
Ｉ
ｓ
一
一
一
一
ｉ
・
・
ｓ
４
１
－
Ｉ
一
一

が
、
私
な
り
の
間
Ｉ
が
１
　
。
じ
ん
で
い

て
わ
れ
ぺ
か
ら
・
な
つ
か
’
。
い
。

　
　
　
　
　
　
　
田
川
毘
】
）

’
・
．
・
χ
‘
！
．
．
’
．
‐
．
’
・
．
’
‘
．
‘
／
・
．
Ｉ
．
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新
年
度
予
算
き
ま
る

　
紆
皿
三
十
三
億
七
千
五
百
余
万
円

　
三
十
八
年
．
片
足
例
巾
議
余
は
三
‐
よ
り
ト
い
て
巾
言
言
≒
．
さ
せ
て
い
た

一
回
に
即
今
さ
れ
、
新
～
吋
平
原
ぶ
．
か
二
だ
久
代
９
　
　
間
‐
ム
頴
い
少
な
く
か
Ｏ

姶
や
石
る
ろ
示
し
≒
い
て
．
、
ト
ｃ
．

ぺ
・
Ｉ
ぶ
か
≒
‥
わ
ら
こ
い
宝
し
た
が
、

三
‐
十
ｙ
‐
原
て
こ
お
り
し
戸
さ
八
宍

し
た

　
今
川
Ｉ
Ｉ
バ
ド
予
算
は
、
一
‐
『
会

計
～
元
～
～
七
‐
余
八
円
、
特
川
会

計
二
大
心
．
几
千
べ
［
‐
蛸
万
円
、
一
対

竹
別
‐
号
訂
宍
‥
計
癩
は
、
三
十
～
原

七
千
肩
］
示
わ
円
‐
．
な
べ
ｍ
年
度
ｙ

比
較
し
ま
す
と
三
に
五
不
乱
‐
余
万
円

の
増
川
を
し
力
し
て
い
二
心

　
今
‐
心
予
竹
ぱ
、
四
月
の
統
一
選
挙

の
関
係
か
・
ら
骨
格
予
算
が
糾
成
さ
わ
、

新
規
約
事
粟
９
Ｉ
は
次
期
巾
衣
余
に
巡

　
　
　
　
　　
加
計
上
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

よ

　
　

だ市　　政昭和38年４月６日

　
　
市
長
説
明
要
旨

　
昭
和
三
十
八
年
度
予
算
議
公
巳
祐

に
あ
た
り
、
一
。
言
お
礼
の
こ
葉
と
所
懐

の
一
端
を
印
し
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

れ
に
た
ヅ
、
こ
心
‐
Ｉ
に
伝
乱
の
気

’
宍
拓
ハ
ぐ
に
～
い
’
‘
い
侑
で
Ｉ
う
か
ト

小
Ｔ
牡
ぺ
‐
心
‐
想
を
し
コ
ー
ダ
。
力

か
≒
介
に
ま
で
尺
回
へ
く
副
政
の
迎

回
を
な
し
０
　
だ
こ
こ
に
、
こ
れ
ひ
。
・
え

に
蔵
り
汚
営
内
丿
圖
な
号
。
ｍ
．
‥
ご
ご

折
助
と
巾
民
山
み
べ
さ
ん
の
叫
か
い
ご

Ｉ
医
の
腸
レ
｛
く
心
が
力
ひ
ヤ
八
す
ら

－
－
－
－

　
ト
。
Ｉ
Ｉ
ハ
ッ
俯
町
白
川
に
什
い
、
‐

沃
～
則
な
士
旭
ろ
広
く
Ｉ
よ
に
得
て
、

｛
州
が
よ
光
も
Ｉ
付
Ｉ
・
し
・
水
～
州
剔

し
て
き
た
坦
－
仏
㈲
に
耶
巾
札
態
に
街
ず

き
つ
つ
ふ
る
こ
と
は
、
木
山
‐
来
の
允

回
か
９
　
匝
す
る
㈲
～
、
ぞ
の
よ
Ｉ
・
俘
・
倣
・

に
大
両
・
こ
も
の
が
渦
。
り
ま
す
が
、
、
力

こ
れ
ら
八
‥
併
に
ふ
み
召
ら
れ
た
池
Ｉ
内

友
な
さ
ん
の
Ｉ
涼
大
丿
＼
に
刈
し
、
潤

・
く
政
亡
ｙ
」
表
う
ろ
と
決
Ｉ
に
ノ
沁
叩

－
ｌ
ｊ
－
－
－
『
Ｌ
Ｉ
　
　
Ｉ
Ｆ

久
田
の
腸
レ
｛
く
心
が
力
ひ
ろ
八
す
ら
心
を
Ｉ
Ｕ
ろ
こ
～
な
く
、
先
に
良
併
し
一

七
あ
‐
ま
す
・
お
や
・
け
を
Ｉ
秀
二
だ
‐
辺
咄
区
と
の
別
才
計
り
・
Ｉ
重
‐
二

完
了
に
い
成
皿
ｙ
ち
げ
て
い
ろ
も
の
も
あ

り
、
」
百
Ｉ
だ
少
数
な
が
ら
禾
冗
成
の

も
り
・
も
あ
り
ま
す
が
、
一
応
何
ら
か
の

胎
で
手
が
け
ら
れ
て
い
ろ
こ
と
は
、
私

の
．
以
往
上
諏
に
～
い
で
あ
り
、
ぽ
く
喜

び
と
い
た
し
て
い
る
ｙ
こ
ろ
で
｛
り
ま

:Jり｡●以カヘfl を 心べる太田丿長】
一一一 - －

)構成比会計

い八不

一敗

余

｛

千
千
寸
恥
言
言
言
牡
１
言
…
…

～
一
｛
頂
｝
麟
瞰
ｌ
ｆ
一
心

0
1
湘

～
一
回
に
‐
～
ソ
ー
ペ
タ

｀
ぺ
り
ぺ
て
士
け
る
べ
き
で
あ
る
と
を
じ
て
し
て
ヽ
い
こ
｛
十
「
心
六
半
々
円
に
上
元
・
Ｉ
～
し
ヽ
れ
く
り
子
～
｛
妙
～
な
い
現

に
そ
の
開
発
を
忽
秘
と
す
ス
通
略
関
係

に
お
い
て
明
後
三
十
几
年
ぽ
以
降
五
ヵ

年
計
画
に
よ
ろ
高
巾
前
川
‐
か
事
鬘
の

実
施
案
か
検
川
中
で
あ
り
ま
す
。
聶
生

尾
昂
巾
と
し
て
図
迎
す
る
た
め
の
闘
発

部
叫
お
よ
び
巾
石
高
迎
心
路
イ
ン
タ

ヤ
引
衣
言
舵
仁
言
言
回
ぽ
二
陽
げ

ま
し
た
が
、
各
位
の
努
刀
に
よ
り
成
功

の
見
地
し
が
つ
い
て
い
る
こ
と
は
当
び

唾
Ｉ
大
作
尚
習
沼
～
八
飛
郷
影
拝
縦
４
　

帛
い
も
の
で
、
こ
の
四
年
間
市
円
酉
一
に
た
況
よ
仕
ん
。

脚
気
を
浴
び
て
、

　
観
光
ブ

ー
ム
に
の

っ
た
今
年

の
花
と
涯

柴
和
学
人

博
覧
余

が
、
吋
代

と
千
ｎ
の

幾
と
芒
遇
の
、

巾
を
挙
げ
て
の
は
な
や
か
な

大
行
事
が
、
巾
Ｉ
山
仁
喜

と
、
人
友
で
画
さ
ご
つ
こ
と

で
あ
や
っ
。

　
折
朗
川
間
巾
に
～
行
し
て

行
な
わ
れ
る
心
方
皿
｛
の
踊
～
ぺ

と
、
さ
ぞ
か
し
活
況
を
ｙ
す
ろ
こ
と

で
あ
ろ
う
と
～
想
な
ら
れ
る
。
防
火

八
茄
な
皿
下
町
を
Ｊ
れ
る
飛
多
の
俐

剔
回
八
］
に
皿
れ
る
、
土
向
き
の
・

岡
飴
の
｛
姿
は
二
立
代
溺
巾
べ
く
り
・

の
丿
態
を
紹
作
す
る
に
、
最
高
の
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
と
同
卜
に
、
外
叫

内
り
と
も
に
９
　
酉
臼
覚
の
と
き
で
あ

る
。
国
内
外
か
脈
行
し
て
、
最
も
ぼ

く
印
璽
ず
け
ら
れ
る
魅
力
は
、
そ
の

地
の
歴
史
か
‐
説
に
し
た
、
累
昭
、

吼
物
、
人
情
、
風
俗
「
で
あ
る
。
岡

続
巾
り
没
Ｉ
～
い
曜
史
亡
原
～
あ
ろ

仄
睨
に
、
新
～
い
感
覚
の
町
八
入
、

秩
序
整
然
と
し
記
～
・
～
ろ
近
代
久

化
布
巾
と
絞
淀
哨
る
巾
‐
の
誇
り
と

を
‐
｝
べ
た
い
も
の
で
あ
ろ
、
と
に

か
く
戦
佞
に
お
け
ろ
弊
風
力
残
崩

を
、
こ
の
節
ひ
よ
Ｉ
め
こ
一
柚
し

博
覧
会
と

　
　
選
　
　
挙

て
、
吋
に
ｎ
目
Ｉ
刀
し
し
七
・
を
、
‐

感
心
リ
に
威
見
允
削
か
川
仔
し
た
い

も
仰
…
…
Ｊ
一
｛
。
こ

め
て
お
ろ
か
う
旧
で
Å
々
の
、
一
途

吐
八
本
願
よ
り
も
八
勁
に
嶮
巾
、
愛

乱
い
・
白
心
的
’
‐
｝
縦
の
・
、
頓
柄
的
沁
楊

こ
そ
、
巾
限
い
誇
り
函
石
谷
で
あ
ら

れ
ぱ
な
ら
・
な
い
。
整
然
た
る
町
皿
、

吹
Ｉ
あ
る
市
人
の
勁
聞
か
、
ぱ
な
や

か
な
冊
艦
郎
㈲
の
叫
観
と
対
照
し

て
、
外
観
内
容
の
総
。
㈲
Ｉ
圖
の
ま
な

元
業
運
輸
路
祀
な
ら
び
に
国
心
一
呼
線

～
に
関
辿
し
た
Ｉ
外
路
似
と
こ
れ
ら
を

り
ま
す
が
心
汽
み
な
『
さ
ま
ヅ
陥
特
八
で
あ
り
ま
Ｔ
が
、
今
‐
わ
ず
か
な
が

や
酉
て
、
Ｉ
光
に
移
し
た
い
と
存
じ
士
ら
‐
-
r
s
を
お
願
い
す
乙
櫛
Ｅ
Ｅ
を
と
ら
し

す
。
　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
だ
き
迪
し
た
。

　
本
年
度
～
算
は
、
四
‐
巾
択
一
洲
～
　
ま
た
雅
～
曹
閲
即
｛
・
し
ま
し
で
は
、

の
関
係
も
あ
・
り
従
来
‐
陳
町
‐
～
業
か
付
加
大
栄
。
あ
る
閃
価
丑
、
新
規
的
投
一

除
く
骨
略
予
卵
ろ
剛
成
い
た
し
ま
し
た
介
廓
業
は
次
に
考
え
る
こ
と
に
い
た
し
　
　

が
そ
の
内
容
に
っ
き
て
し
ア
は
、
町
隠
士
し
た
が
、
叩
拐
・
４
　
十
千
ぽ
か
ら
絲
’

を
始
め
関
節
～
管

　
９
良
か
ら
。
。
－
ぺ
閲
を
い
枕
・
し
て
収
行
ろ
』
予
足
し
て
い
７
　
・
心
介

た
さ
ぐ
ま
す
が
、
一
、
一
丁
ダ
イ
ボ
而
川
陶
小
Ｉ
校
Ｉ
円
運
ｍ
坦
新
設
四
な
一

匹
に
つ
い
て
巾
し
あ
げ
ま
す
と
、
ま
ず
ら
ぴ
に
脳
架
小
学
校
老
和
危
険
校
舎
改
・

巾
の
中
心
に
つ
な
ぐ
ぷ
・
絡
路
愁
所
見
職
員
の
人
９
　
凹
関
９
　
に
お
き
ま
～
Ｉ
脳
誕
西
に
つ
い
て
は
、
そ
わ
そ
わ
所

的
な
大
所
片
討
四
．
で
あ
ご
し
十
几
片
線

仮
に
の
せ
ら
れ
る
こ
Ｉ
も
必
定
で
あ
・

り
、
た
め
に
ｎ
ｄ
馴
察
八
反
否
の

安
あ
り
A
j
思
か
か
る
。
今
川
新
年
厦

の
予
算
は
、
‐
格
予
算
の
た
め
、
や

り
口
な
い
が
卵
三
者
的
ヤ
皆
点
よ

ｏ
批
‐
か
ト
サ
ば
、
巾
良
の
１
　
的
廊

設
-

'
i
.
"
i
=
５
'
た
と
え
ぱ
、
公
共
川
の

広
‐
研
究
随
皿
の
拗
気
運
働
の

で
き
付
句
虹
代
‐
広
場
Ｉ
々
、
雲
仙

　
の
」
代
部
Ｉ
。
く
り
に
け
２
　
　
に
訣

　
町
と
の
ｙ
ｙ
を
Ｉ
み
た
い
。
特

　
に
、
翁
㈲
す
石
来
る
べ
き
鼎
与
選

　
。
。
価
に
際
し
て
は
、
敗
因
と
し
て

　
９
　
な
ろ
情
宍
Ｉ
旅
の
み
に
た
百

さ
れ
る
旧
脛
念
よ
Ｉ
脱
皮
ト
こ
人

格
、
識
以
高
く
我
郷
引
水
的
一
旧
例

よ
り
視
桁
夕
大
に
し
て
、
新
皿
覚
の
・

削
念
と
鬘
行
力
あ
り
、
中
火
、
９
　
区

の
パ
ー
ソ
ン
ズ
○
あ
ん
ば
い
を

　
１
に
‐

ら
ろ
る
１
　
た
る
選
Ｄ
・
り
ｙ
数
京

間
心
し
て
や
ま
な
い
と
同
門
に
Ｉ
賢

台
の
成
功
と
選
千
の
好
琵
果
を
川
指

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
木
川
浮
吉

ゝ_タヘジーゝ〃へ〃らぷ｀ゝ－y’｀４'ｙ'し､ｙ､ｙ-ｙ、
ｙ’Ｘφちφ｀y

額
の
予
算
の
川
高
を
み
て
お
り
ま
郵
。

八
員
を
腿
込
爪
干
に
息
｛
十
十
万
七

一一一

年
１
　
承
認
を
賜
わ
り
ま
し
た
一
河
の
給
面
糾
費
か
敦
回
琵
へ
‐
上
い
た
し
て
懸

り
改
］
に
９
　
　
う
所
要
糾
曹
．
と
、
町
述
の
○
・
ま
Ｉ

六
ッ
美
川
海
尉
に
よ
る
一
死
の
行
畝
費
　
土
木
関
保
の
う
「
失
業
対
策
事
奎

が
満
・
り
、
㈲
年
悶
～
祁
に
比
に
、
別
‐
三
つ
き
ま
し
て
は
加
阻
同
規
杖
の
心
労
・

‐
！
ｊ
ｙ
｀
！
一
！
1
1
1
1
1
1
1
　
｀
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
〆
ど
1
1
1
1
／
‐
一
一
丿
一

　
こ
れ
に
‐
辿
し
て
、
口
便
巾
政
に
言
千
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
．
昭
和
三

い
て
何
か
と
に
ｍ
力
か
叫
わ
っ
．
て
お
０
一
十
七
年
」
に
お
い
て
印
巾
工
事
と
し
て

-

ま
す
非
祐
勤
委
員
な
ら
び
に
消
防
団
目

の
方
々
の
匍
酬
お
よ
び
各
附
総
代
さ
ん

の
事
拐
委
謡
料
～
、
そ
の

　
２
　
労
河
に
対

予
算
化
し
て
い
る
タ
ー
ル
舗
装
事
業
に

特
設
八
万
～
千
平
方
‥
ぺ
柚
修
五
万
平

昭和38年度予算（
万
口
の
完
成
に
企
力
か
傾
注
≒
現
‐

八
十
五
≒
の
血
渉
ぷ
を
し
め
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
″
一
／
ｒ
ｌ
Ｊ
４
、
″
一
″
ど
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

つ
き
ま
し
て
は
、
当
年
の
目
標
で
あ
る
巡
状
で
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度
に
お
い

「
巾
長
に
手
紙
を

　
　
　
川
す
期
間
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

一
ミ
川
一
‐
か
ら
十
‐
ま
。
で
卒
爾
特
」

　
１
　
紙
を
‐
す
円
同
大
さ
だ
め
ぶ
ム
く
巾
一

　
民
力
付
随
か
ら
姓
公
的
Ｉ
八
以
ご
ご

・
万
口
を
お
願
い
Ｉ
示
し
た
と
こ
ろ
、
｛

一

石
よ
う
に
手
几
宍
Ｉ
・
よ
～
０
　
｝
一
一

　
　
ろ
故
に
わ
た
ろ
‐
市
だ
ヴ
‐
を
い
た
だ
Ｉ

　
き
ま
し
た
こ
と
か
９
　
く
感
副
い
た
し
ま

一

　
す
。

　
　
　
「 Ｉ
ヤ
い
た
だ
き
ま
し
た
酉
八
以
、
一

　
と
が
ら
・
に
つ
い
て
は
ベ
ー
、
き
る
Ｉ
り
皿
か

一
に
、
巾
政
に
レ
映
し
こ
開
る
い
、
伴
み
ょ

　
い
岡

　
４
巾
か
娃
汲
す
ろ
よ
弓
‐
努
刀
し
て

　
階
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
・

　
今
後
一
回
の
ご
励
勾
を
心
願
い
い
た
・

し
喬
す
。
　
　
　
　
　
　
。

-

酒
か
、
丿
友
・
関
保

山
脱
会
‐
の
哩
心
閃
保

辺
ぶ
の
側
尚
開
９
　

巾
眉
力
改
修
関
９
　

町
制
の
‐
係

ご
み
の
収
Ｉ
開
帳

宍
～
‥
休
介
館
‐
係

下
水
関
係

〔
円
頌
酒
掃
関
９
　

街
祢
灯
明
眼

緋
水
の
‐
係

公
衆
皿
隔
関
係

巾
心
の
新
設
‐
限

そ
の
他

１
１

リ７
件
８
‐
５
匹
４
件
３
件
３
伺
２
‐
２
件
２
‐
２
‐
２
作
２
件
2
3
件

－－ - 一 一

こ
も
、
さ
し
あ
た
り
所
郷
1
1
小
叫
と
し

て
新
・
設
三
万
孚
方
じ
、
補
修
一
行
．
１
　
力

封
の
～
恥
昔
を
特
に
見
込
み
、
巾
｛
の

優
望
に
に
え
ろ
こ
と
と
い
た
し
よ
し

3%

ｒ　　　％

　　　　　5,1
，保健脂生酋

’失ｘμ策肴ly

政度貧固．’

主木籤0,8％

に工昌

詐譜紗人
'i5担金泥V･興粗金

傾用科及び今叙卜

浜學麦叫％

ん
芥
焼
却
珊
等
は
海
図
を
よ
っ
て
次
の

催
余
に
処
理
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま

勺
健
康
保
険
の
関
係
も
政
府
の
方
針

の
墜
定
を
み
て
咆
～
す
ろ
方
針
を
と
り

ま
し
べ
さ
ら
に
賎
の
‐
別
会
計
に
お

き
ま
し
て
は
、
市
立
岡
碩
別
院
診
原
９
　

の
允
成
に
伴
い
、
新
施
設
に
川
応
し
た

た
。
こ
の
・
ほ
か
巾
に
生
活
に
‐
‐
す
る
～
｛
賀
機
械
の
設
附
を
行
な
い
、
巾
氏
の

ぼ
晟
費
、
敬
穏
叫
、
予
防
暖
桓
か
、
金
　
　
健
．
Ｉ
保
９
　
と
丹
原
卯
に
お
い
て
名
実
と

祉
対
策
四
万
は
昨
年
～
下
廻
る
こ
と
な
も
に
巾
民
鰐
院
と
Ｌ
て
の
信
頼
に
応
え

・
く
円
能
な
限
り
リ
Å
が
回
か
行
な
い

て
十
分
な
賎
能
発
昨
Ｉ
旧
心
す
る
こ
と

　
力
企
を
囲
し
た
次
第
。
で
あ
り
ま
す
。
。
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
医
療
用
柿

　
見
放
関
９
　
叫
の
う
測
学
校
教
育
心
‥
お
収
人
に
は
一
応
川
当
額
の
起
閤
を

　
　
中
に
は
Ｉ
求
か
ら
Ｉ
南
し
て
い
る
科
学
見
込
み
、
光
力
し
た
い
ぢ
え
で
あ
り
ま

放
育
友
雨
家
応
科
叡
Ｕ
振
即
の
た
め
の
・
す
。
本
市
水
岫
吊
一
則
拡
張
事
認
に
つ

㈲
品
吋
入
費
石
山
一
．
Ｉ
万
円
を
計
上
し
き
ま
し
て
は
、
三
上
｛
年
上
戸
扇
決

前
７
暖
に
引
き
っ
て
昌
余
、
生
徒
の

技
術
関
９
　
孜
回
の
介
男
を
は
か
る
と
と

も
に
、
奨
学
回
Ｉ
に
つ
き
七
し
て
も
そ
に
よ
り
二
工
事
の
巡
４
　
を
は
か
こ

れ
ぞ
れ
一
郎
増
八
を
見
込
み
所
卵
経
費
・
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
復
旧
ハ
ツ
芙
町

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
軽
減
さ
れ
ま
す

申
請
に
門
川
‘
こ
Ｉ
三
‐
ま
で

一
‐
‐
．
・
～
仁
‐
一
目
二

一
三
十
八
～
．
一
目
．
‐
し
ニ
．

‥
‥
か
ら
昭
‐
　
～
八
．
』
し
れ
肌
㈲
げ
、
ぶ
Ｉ
‐
．
司
～
五
回

い
問
に
卵
ｙ
ド
桐
．
白
一
’
汽
癩
ぷ
謳
．
悩
が
～
～
叩

こ
れ
た
「
回
よ
‥
白
弧
．
Ｊ
．
～
川
ト
．
～
Ｄ
～
の
と
ざ
け
そ
う
ｒ
‐
ｍ
・
白
・
‐
｛

一
ゐ
俘
帽
宍
娃
輿
い
り
ゐ
ら
も
八
ら
こ
て
～
‐
伺
し
ド
体
一
｝
回
｛

二
９
　
｝
川
・
‐
回
し
．
よ
ｙ
も
の
は
、
明
ら
・
Ｉ
和
・
．
ト
言
～
‐
．
‐
ま
で
に
、

・
川
三
十
ぺ
大
言
に
限
ス
ｊ
ｙ
ｙ
に
［
回
Ｉ
｛
ぶ
示
言
ｙ
・
Ｉ
ト
０
　

邦
｝
大
1
1
　
1
定
０
‐
長
求
よ
パ
に
冷
雨
計
内
「
～
万
‥
て
い
し
い
か
た
八
．
出
消
じ
六

脱
が
い
Ｉ
・
う
ま
す
。

を
上
し
。
回
・
１
　
・
尚
十
円
戸
几
千
万
円

う
十
ぺ
に
…
…
…
八
円
に
ｙ
頷
し
『
～
業

し
見
‐
‐
か
予
Ｊ
心
し
て
ｎ
Ｄ
ま
す
。

　
副
‐
二
十
八
勺
に
・
ト
豚
べ
木
計
‐

に
征
す
き
Ｉ
二
～
訃
～
亀
回
洲
し
ｙ
‐

厄
．
玉
「
ノ
ダ
‐
八
円
ろ
ロ
．
込
汽
一

に
瓦
を
に
か
ｙ
」
お
り
十
す
．
以
上
水

乙
弘
七
Ｉ
に
言
Ｉ
し
て
ロ
ヽ
Ｉ
こ

費
～
を
鮭
史
ず
る
「
生
牟
Ｉ
丁
琲
の
Ｉ

励
行
に
関
す
る
議
決
の
．
乱
烈
財
’
一
議
　
　

一
泰
か
も
明
和
～
十
七
万
回
Ｉ
Ｉ
と
し
て

　
あ
わ
せ
て
提
示
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
１
　
水
前
哨
業
に
つ
き
ま
’
い
て
け
昭
和

　
三
十
七
年
唾
｛
千
三
百
万
円
の
溺
川
下

　
水
小
業
夕
進
行
中
で
あ
り
ま
す
の
で
引

　
き
続
き
つ
ぎ
の
隈
会
に
年
度
計
。
山
の
遂

　
行
に
つ
い
て
お
ぽ
か
り
す
る
こ
決
に
い

・
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
恐
・
冪
議
の
ほ

一
と
お
願
い
Ｌ
た
い
と
ぞ
ん
し
ま
す
。
予

　
算
議
案
の
大
鼎
に
つ
き
ま
し
て
は
９
　
上

　
の
と
が
０
・
で
あ
り
・
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か

　
近
来
旨
カ
ー
向
で
実
施
し
て
い
る
宅
地
造

　
成
の
圧
常
化
Ｉ
図
助
を
］
的
と
し
て
条

案
、
巾
迫
等
境
界
線
面
皿
丁
数
料
の
町

設
に
伴
う
手
数
料
条
閃
の
一
部
改
正

ぺ
諸
．
飛
案
か
鍵
案
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
議
事
の
進
行
に
従
い

ま
し
て
乱
同
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
本
巾
を
と
り
ま
く
電
．
要
乎
業
の
う
ら

刑
勧
所
、
倹
祭
Ｉ
、
皿
利
所
管
法
務
加

設
関
派
と
凹
一
河
嘔
務
所
Ｉ
の
侈
転
は

一一

順
け
ぽ
順
に
沁
隋
ご

一
一
ｒ
Ｆ
ｌ
ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
一
ｙ
－
Ｉ
≒
ノ
Ｆ
／
／
し
Ｉ
１
１
１
！
ｒ

ご
水
知
の
ふ
お
り
匹
に
目
一
・
．
休
化
し
、
飾

一

祭
Ｉ
、
９
　
務
Ｉ
そ
の
他
の
巾
巾
ら
部
よ
　
　

り
の
侈
転
も
巾
調
に
戟
幻
‐
あ
り
、
岡

ぷ
籾
、
東
名
・
昂
込
遜
慎
一
．
扱
国
肖
の

つ
け
｛
え
、
矢
巾
多
目
『
ダ
ム
ペ
と
淀
’

訓
査
も
す
友
実
ぬ
の
Ｉ
芒
に
ぺ
口
本
千
　
　

肛
０
　
昨
、
今
匡
水
市
の
将
求
は
回
μ
し

あ
ふ
れ
た
町
ず
く
り
が
Ｉ
り
な
く
続
け

乱
乱
牛
尚
尚
輿
言
八
八
餅
乱
証
言
Ｅ
牡

も
吋
帽
千
七
Ｉ
よ
旱
ヵ
年
言
士
卒
い
回
あ
呉
副
下
の
ト
ン

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
］
の
合
併
の
関
係
も
あ
り
販
水
朗
点
お
よ

　
モ
の
鼎
、
今
‐
の
予
算
に
は
、
組
い
Ｉ
ぴ
｛
水
力
渋
の
変
史
な
ど
の
ほ
か
、
将

れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
目
下
政
府
に
柚
・
来
の
玲
水
区
域
拡
大
の
余
卸
か
浙
冽

海
起
贋
金
要
路
申
の
し
尿
処
理
場
、
じ
・
し
て
、
一
部
事
箪
計
匯
の
変
更
の
必
要

ら
れ
る
も
の
と
川
行
し
、
祚
回
し
て
い

る
吹
沁
で
外
Ｉ
よ
す
．
史
だ
．
Ｉ
｝
の
久

し
か
っ
た
公
剛
「
の
卜
感
も
哲
亡
の
か

た
の
お
骨
折
り
で
．
」
ロ
し
ゅ
ん
工
し
十
・

ネ
ル
も
、
近
く
矢
作
川
鉄
鯛
改
築
に
げ

い
、
明
る
い
Ｉ
皿
し
か
持
つ
に
い
た
り

ま
し
た
。
な
ど
９
　
案
令
項
の
解
決
も
時

か
得
て
、
楽
し
く
、
胞
ｊ
く
ら
吋
お
も

い
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
予
算
等
の
大
要
を
ご
説
明
い
た

”
ク
‥
門
‐

ン
・
づ
白
～

‐
利
一
．
一
千
ト
沼
］
‐
二

に
．
’
年
‐
、
リ
み
．

”
’
心
‐
パ
も
の
は
、
明
利
二
十
八
～
度

八
田
翔
．
．
ト
ー
’
ｙ
・
．
ロ
ニ
Ｈ
か
ら
昭

‐
・
．
ト
八
～
‥
ぺ
‐
ま
昌
に
腿
が
バ
・

し
け
［
］
示
べ
ｙ
げ
．
分
お
よ
ぴ
昭

’
・
ド
ヤ
ー
～
～
じ
に
っ
い
て
０
　
が
Ｆ

に
ミ
り
守
こ
．

　
‐
～
し
川
心
八
山
口
所
脱
片
五
回
‥
Ｉ
『

見
う
～
・
た
は
Ｉ
ヅ
ト
に
昔
～
手

か
・
い
ご
Ｉ
人
心
つ
・
四
‐
二
十
「
日
ま

て
ピ
．
’
‘
～
だ
～
い
．

‐
‐
．
ま
し
た
が
伺
ｙ
、
ご
ぶ
飛
し
ツ
気
皿
白
丁
皇
呈
い
‥
【

八
万
谷
‐
か
よ
［
～
～
ス
ヅ
．
…
…
十
’
い
、
に
．
［
Ｊ
。
］
Ｊ
‥

一
一
ゝ
一
大
‐
‐
い
い

．
巾
回
詐
～
か
め
、
袷
ヅ
ゾ
し
協
～
を
～
し
～
・
‐
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